
第24回東北大学高等教育フォーラム（新時代の大学教育を考える［13］） 

 

大学入試における共通試験の役割 
―― センター試験の評価と新制度の課題 ―― 

 

大学入試センター試験に代わる新テストが迷走している。一昨年末の中央教育審議会答申では大学入試セ

ンター試験の廃止と，高等学校基礎学力テスト（仮称）（以後，「基礎学力テスト」と略記），大学入学希望者

学力評価テスト（仮称）（以後，「学力評価テスト」と略記）という二つの共通試験を軸とした新制度の構想

が発表された。基礎学力テストは2019 (平成31) 年度，学力評価テストは2020 (平成32) 年度から導入が

計画されている。同時に，大学独自で行う個別試験にも大きな変化が予想されている。すでに新制度の導入

時期は迫り，高校，大学，受験生，保護者等，関係者が準備を加速すべき時期となっている。 

ところが，いまだに新テストの具体像が見えない。例えば，学力評価テストに導入予定の記述式テストに

ついても，問題内容，時期，手続き等，あらゆる面に異論が噴出している。基礎学力テストの位置づけも曖

昧である。センター試験の総括なしに新制度を導入することへの懸念も根強い。 

現時点で新テストについて具体的に論じることが難しい中，本フォーラムでは来るべき課題を予期し，現

場で可能な対応を模索すべく，原点に立ち返って改めて現実的制約の下での共通試験への期待と役割につい

て考えることとした。基調講演は，高大接続システム改革会議において，専門のテスト学の視点からクリテ

ィカルな問題提起を行ってきた南風原朝和東京大学理事・副学長（教育学研究科教授）をお招きするととも

に，東北大学のAO入試を中心に現場に密着した観点で大学入試を研究してきた倉元直樹東北大学高度教養

教育・学生支援機構教授が担当する。南風原教授には大学入試における共通試験と個別試験の役割について

テストに関わる学術的観点からのお話をお願いした。倉元教授はセンター試験が廃止に直面した経緯につい

て，大学入試制度改革に内在する論理からひも解くことを試みる。加えて，大学入試センター試験の実情に

ついて，センター試験運営の立場と高等学校の立場から紹介する報告を予定している。以上の講演と報告を

受け，フロアからの意見を交えて討論を行い，そこから新制度への期待と課題を浮き彫りにすることを試み

たい。 

高等学校および大学の先生方，関係する方々の多くの参加と忌憚なき活発な議論を期待している。 

 

日時 平成28年5月23日（月）  13:00～17:00（受付開始 12:30） 

会場 東北大学百周年記念会館 川内萩ホール 

 

フォーラム内容 

Ⅰ 開会    開会の辞             里見 進  （さとみ すすむ）東北大学総長 

 

Ⅱ 基調講演１ 共通試験と個別試験に求められるもの――測定論の観点から―― 

   東京大学理事・副学長，大学院教育学研究科教授（高大接続システム改革会議委員） 

南風原 朝和 （はえばら ともかず） 

 

基調講演２ 大学入試制度改革の論理に迫る――センター試験「廃止」の理由―― 

東北大学高度教養教育・学生支援機構教授   倉元 直樹  （くらもと なおき） 

 

Ⅲ 現状報告１ センター試験運営の実際と課題 

大学入試センター試験・研究統括官（副所長） 大塚 雄作  （おおつか ゆうさく） 

 

現状報告２ センター試験を「受けとめて」――高校の教員として 受験者の保護者として―― 

静岡県立掛川西高等学校教諭         駒形 一路  （こまがた かずみち） 

 

Ⅳ 討議 

 

Ⅴ 閉会    閉会の辞             花輪 公雄 （はなわ きみお）東北大学理事 


